
JP WO2015/174077 A1 2015.11.19

10

(57)【要約】
　有機ＥＬ素子（ＯＥＬ）を備える複数の表示画素（Ｐ
）で構成される表示部（１０）と、表示部（１０）に画
像を表示させるための映像信号から輝度信号を取得し、
予め定められた発光量の減衰特性（Ｌ０）を有する基準
画素に対して、前記輝度信号を与えた場合の実表示輝度
を基準表示輝度とし、補正対象の表示画素の実表示輝度
が基準表示輝度となるように、輝度信号を調整して表示
画素（Ｐ）に与える補正信号を算出する制御部（２０）
とを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を備える複数の表示画素で構成される表示部と、
　予め定められた発光量の減衰特性を有する基準画素に対して、補正対象の表示画素の輝
度信号を与えた場合の前記基準画素の実表示輝度を基準表示輝度とし、前記補正対象の表
示画素の実表示輝度が前記基準表示輝度となるように、前記輝度信号の調整を行う制御部
とを備える
　表示装置。
【請求項２】
　前記発光量の減衰特性は、経過時間に対する実表示輝度の減衰量で規定され、
　前記発光量の減衰特性は、経過時間に対する減衰量が最小となる最小劣化特性よりも減
衰量が大きく、経過時間に対する減衰量が最大となる最大劣化特性よりも減衰量が小さく
なるように設定され、
　前記最小劣化特性および前記最大劣化特性は、統計的に推定された劣化特性である
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記発光量の減衰特性は、前記表示装置の仕様に応じて予め設計されている
　請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記輝度信号の調整において、
　前記発光量の減衰特性よりも経過時間に対する減衰量の小さい第一劣化特性を有する第
一表示画素については、前記輝度信号を減少させ、
　前記発光量の減衰特性よりも経過時間に対する減衰量の大きい第二劣化特性を有する第
二表示画素については、前記輝度信号を増加させる
　請求項１～３の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス素子である
　請求項１～４の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　発光素子を備える複数の表示画素で構成される表示部を備える表示装置の駆動方法であ
って、
　予め定められた発光量の減衰特性を有する基準画素に対して、補正対象の表示画素の輝
度信号を与えた場合の実表示輝度を基準表示輝度とし、前記補正対象の表示画素の実表示
輝度が前記基準表示輝度となるように、前記輝度信号の調整を行うステップを実行する
　表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、特に、有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子を用いた表示
装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電流駆動型の発光素子を用いた画像表示装置として、有機エレクトロルミネッセンス素
子（以下、適宜「有機ＥＬ素子」と称する）を用いた有機ＥＬディスプレイが知られてい
る。この有機ＥＬディスプレイは、視野角特性が良好で、消費電力が少ないという利点を
有する。
【０００３】
　有機ＥＬディスプレイは、一般的に、マトリクス状に配置された複数の表示画素と、表
示画素に接続される複数の走査線と複数のデータ線とを備えている。表示画素は、有機Ｅ
Ｌ素子、有機ＥＬ素子を駆動する駆動トランジスタ、表示画素の選択および非選択を切り
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替える選択トランジスタ等を備えている。例えば、アクティブマトリクス型の有機ＥＬデ
ィスプレイでは、複数の走査線と複数のデータ線との交点のそれぞれに表示画素の選択ト
ランジスタが設けられ、この選択トランジスタに保持容量素子（コンデンサ）及び駆動ト
ランジスタのゲートが接続されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１９５３１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、有機ＥＬ素子は、映像を表示する際に流れる電流により経時劣化するこ
とが知られている。劣化した有機ＥＬ素子は、劣化する前に比べ、同じ量の電流を供給し
ても実表示輝度が小さくなる。
【０００６】
　ここで、有機ＥＬ素子の劣化量は、累積的な電流量に応じて変化する。有機ＥＬディス
プレイに映像を表示させる場合、映像信号から取得される輝度信号（輝度データ）は時間
と共に変化し、また、有機ＥＬ素子毎に異なることから、１台の有機ＥＬディスプレイを
構成する複数の有機ＥＬ素子の間で劣化量がばらつくという問題がある。さらに、有機Ｅ
Ｌ素子の劣化量のばらつきにより、映像品質が劣化する場合があるという問題がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、より簡素な装置構成で、発光素子の劣化に起因する映像品質の劣化
を低減できる表示装置および表示装置の駆動方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係る表示装置は、発光素子を備える複数の表示画素で構成される表示
部と、予め定められた発光量の減衰特性を有する基準画素に対して、補正対象の表示画素
の輝度信号を与えた場合の前記基準画素の実表示輝度を基準表示輝度とし、前記補正対象
の表示画素の実表示輝度が前記基準表示輝度となるように、前記輝度信号の調整を行う制
御部とを備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の表示装置および表示装置の駆動方法は、発光素子の劣化に起因する映像品質の
劣化を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】図１Ａは、有機ＥＬディスプレイの外観を示す外観図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、実施の形態の有機ＥＬディスプレイの構成の一例を示すブロック図
である。
【図２】図２は、実施の形態の制御部の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】図３は、実施の形態の発光量の減衰特性、最小劣化特性、および、最大劣化特性
の一例を示す図である。
【図４】図４は、発光量の減衰特性よりも劣化量の小さい第一劣化特性を有する第一表示
画素について、補正前後の劣化特性および電流量を示すグラフである。
【図５】図５は、発光量の減衰特性よりも劣化量の大きい第二劣化特性を有する第二表示
画素について、補正前後の劣化特性および電流量を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　（課題の詳細）
　上述したように、有機ＥＬ素子は、経時的に実表示輝度が低下、つまり、経時劣化する
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。ここでの劣化量は、例えば、積分値である。具体的には、劣化量は、例えば、現在まで
に表示された全フレームについて発光時間と電流値を用いた乗算値（以下、負荷量と称す
る）を累積した値から求められる。即ち、有機ＥＬ素子は、電流量と同様に負荷量に応じ
ても劣化量が変化するため、映像信号の履歴から負荷量を算出することで劣化量を把握す
ることができる。電流量は、映像信号の輝度信号（輝度データ）から求められる。
【００１２】
　また、劣化量は、例えば、劣化する前の初期の実表示輝度に対する、劣化量を算出する
時点での実表示輝度の割合で表される。劣化量の導出においては、電流量がパラメータの
１つとして用いられる。
【００１３】
　ここで、一般的に、上述した電流量が大きい表示画素程、負荷量が大きくなり、劣化量
が大きくなると言える。電流量が大きくなる表示画素とは、例えば、放送番組のロゴマー
クを表示する領域あるいは時刻表示を行う領域等のように、長時間に渡り輝度データが大
きい画像が表示される領域（以下、適宜「高輝度領域」と称する）に位置する表示画素で
ある。高輝度領域に位置する表示画素は、輝度データが比較的小さい画像が表示される周
囲の領域（以下、適宜「低輝度領域」と称する）に位置する表示画素と比較して、劣化量
が大きくなる（焼き付き現象）。
【００１４】
　つまり、一般的に、１台の有機ＥＬディスプレイを構成する複数の表示画素の各々に与
えられる輝度データは一様ではないため、映像信号の輝度データに応じて、表示画素の劣
化量がばらつくことになる。劣化量がばらつくと、上述したように、同じ輝度データが与
えられる複数の表示画素がある場合に、劣化量に応じてそれぞれの表示画素の実表示輝度
が異なり、映像品質が低下するという問題がある。
【００１５】
　これに対し、例えば、劣化量が同じ程度となるように、有機ＥＬ素子の輝度データを調
整する技術が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【００１６】
　しかしながら、劣化の度合いが全ての表示画素で同じ程度になるようにするためには、
例えば、劣化の度合いが大きい表示画素について、劣化の進行が遅くなるように、所定の
期間、輝度データを小さくして表示画素に流れる電流量を低減させる処理が必要となる。
【００１７】
　この場合、例えば、上述した高輝度領域は、所定の期間、輝度データを小さくする処理
が行われ、実表示輝度が低下することになる。そうすると、高輝度領域の実表示輝度が小
さくなり、周囲の低輝度領域の実表示輝度が維持されるため、見た目に違和感が生じる場
合があるという問題がある。言い換えると、有機ＥＬディスプレイに実際に表示される画
像の実表示輝度の差が、放送波に含まれる映像信号の輝度差（輝度データの差）よりも小
さくなってしまい、映像品質が劣化する場合があるという問題がある。
【００１８】
　そこで、以下に示す実施の形態では、必要以上の寿命低下を回避しつつ、映像信号の輝
度データと実表示輝度との間で輝度差の関係を維持する（実表示輝度の差と輝度データの
差とを同じにする）ことを可能にし、焼き付き現象を改善する方法を提案する。
【００１９】
　このような問題を解決するために、本発明の一態様に係る表示装置は、発光素子を備え
る複数の表示画素で構成される表示部と、予め定められた発光量の減衰特性を有する基準
画素に対して、補正対象の表示画素の輝度信号を与えた場合の前記基準画素の実表示輝度
を基準表示輝度とし、前記補正対象の表示画素の実表示輝度が前記基準表示輝度となるよ
うに、前記輝度信号の調整を行う制御部とを備える。
【００２０】
　上記構成の表示装置は、複数の表示画素の間で劣化量を揃えるのではなく、複数の表示
画素の間で経時的な発光量の減衰特性を揃えるように制御を行う。つまり、上記構成の表
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示装置は、発光量の減衰特性を有する基準画素と実表示輝度が同じになるように、補正対
象の表示画素の輝度信号を調整するため、映像信号における高輝度領域と低輝度領域との
輝度差を維持することが可能になる。上記構成の表示装置は、映像信号において意図した
輝度差を維持できるため、映像品質が低下するのをより効果的に防止できる。
【００２１】
　なお、基準画素は、仮想的な画素であり、表示装置内に実際に作成されていなくても良
い。
【００２２】
　また、実表示輝度は、実際に表示画素を発光させたときの発光量である。
【００２３】
　例えば、前記発光量の減衰特性は、経過時間に対する実表示輝度の減衰量で規定され、
前記発光量の減衰特性は、経過時間に対する劣化量が最小となる最小劣化特性よりも劣化
量が大きく、経過時間に対する劣化量が最大となる最大劣化特性よりも劣化量が小さくな
るように設定され、前記最小劣化特性および前記最大劣化特性は、統計的に推定された劣
化特性であってもよい。
【００２４】
　最小劣化特性および最大劣化特性は、統計的に得られる物理的な劣化特性である。また
、最小劣化特性および最大劣化特性は、初期の実表示輝度に対する現在の実表示輝度の比
率、あるいは、初期の実表示輝度と現在の実表示輝度との差分（大きさ）等、任意の単位
で表されてよい。
【００２５】
　仮に、発光量の減衰特性を最小劣化特性に設定すると、発光素子に流れる電流量が常に
大きくなるため、表示画素の実際の劣化の進行速度が速くなり、製品寿命が短くなるとい
う問題がある。
【００２６】
　逆に、発光量の減衰特性を最大劣化特性に設定すると、表示画素の実際の劣化の進行速
度を遅らせることができるが、実表示輝度の経時的な減衰量が大きくなるという問題があ
る。
【００２７】
　これらに対し、上記構成の表示装置では、発光量の減衰特性を、最小劣化特性よりも劣
化量が大きく、最大劣化特性よりも劣化量が小さくなるように設定している。このため、
発光量の減衰特性を最小劣化特性に設定した場合よりも、表示画素Ｐの物理的な劣化の進
行速度を遅らせることが可能になり、且つ、発光量の減衰特性を最大劣化特性に設定した
場合よりも実表示輝度の経時的な減衰量を小さくすることが可能になる。
【００２８】
　例えば、前記発光量の減衰特性は、前記表示装置の仕様に応じて予め設計されていても
よい。
【００２９】
　上記構成の表示装置によれば、発光量の減衰特性は、表示装置の仕様により設計できる
ことから、表示装置の実表示輝度の減衰量を制御することが可能になる。
【００３０】
　例えば、前記制御部は、前記輝度信号の調整において、前記発光量の減衰特性よりも経
過時間に対する減衰量の小さい第一劣化特性を有する第一表示画素については、前記輝度
信号を減少させ、前記発光量の減衰特性よりも経過時間に対する減衰量の大きい第二劣化
特性を有する第二表示画素については、前記輝度信号を増加させてもよい。
【００３１】
　上記構成の表示装置によれば、減衰量の小さい第一劣化特性を有する第一表示画素につ
いては輝度信号を減少させ、減衰量の大きい第一劣化特性を有する第一表示画素について
は輝度信号を増加させる。これにより、表示画素の劣化の進行速度を低減し、実表示輝度
の減衰量の増大を抑制することが可能になるという２つの効果を奏することができる。
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【００３２】
　例えば、前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス素子であってもよい。
【００３３】
　有機ＥＬディスプレイでは、液晶ディスプレイ等と比較して、表示画素の劣化のばらつ
きが大きいことから、上記構成の表示装置を適用することで、映像品質を向上あるいは適
切に維持することが可能になる。
【００３４】
　また、本発明の一態様に係る表示装置の駆動方法は、発光素子を備える複数の表示画素
で構成される表示部を備える表示装置の駆動方法であって、予め定められた発光量の減衰
特性を有する基準画素に対して、補正対象の表示画素の輝度信号を与えた場合の実表示輝
度を基準表示輝度とし、前記補正対象の表示画素の実表示輝度が前記基準表示輝度となる
ように、前記輝度信号の調整を行うステップを実行する。
【００３５】
　上記構成の表示装置の駆動方法では、発光量の減衰特性を有する基準画素と実表示輝度
が同じになるように、補正対象の表示画素の輝度信号を調整するため、映像信号における
高輝度領域と低輝度領域との輝度差を維持することが可能になる。
【００３６】
　なお、これらの包括的または具体的な態様は、システム、方法、集積回路、コンピュー
タプログラムまたはコンピュータ読み取り可能なＣＤ－ＲＯＭなどの記録媒体で実現され
てもよく、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラムまたは記録媒体の任意な
組み合わせで実現されてもよい。
【００３７】
　以下、実施の形態について、図面を参照しながら具体的に説明する。
【００３８】
　なお、以下で説明する実施の形態は、いずれも包括的または具体的な例を示すものであ
る。以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成要素の配置位置及び
接続形態、ステップ、ステップの順序などは、一例であり、本発明を限定する主旨ではな
い。また、以下の実施の形態における構成要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記
載されていない構成要素については、任意の構成要素として説明される。
【００３９】
　（実施の形態）
　実施の形態の表示装置およびその駆動方法について、図１Ａ～図５を基に説明する。な
お、本実施の形態では、表示装置は、有機ＥＬディスプレイである場合を例に説明する。
【００４０】
　有機ＥＬディスプレイ等の表示装置は、一般的に、実表示輝度が経時劣化することが知
られている。本実施の形態の表示装置は、実表示輝度の経時劣化を完全に除去するもので
はなく、実表示輝度の経時劣化を予め設計された特性にコントロールするものである。こ
れにより、製品間での実表示輝度の劣化のばらつきを低減することが可能になる。
【００４１】
　以下、本実施の形態において用いる用語の定義について説明する。
【００４２】
　「物理的な劣化量」は、本実施の形態では、映像信号から得られる輝度データ、つまり
、補正されていない輝度データを与えたときの経時的な実表示輝度（発光量）の低下量を
意味している。物理的な劣化量は、個々の表示画素の間で異なる。
【００４３】
　「発光量の減衰特性」は、本実施の形態では、設計により定められる経時的な実表示輝
度の減衰量を意味している。物理的な劣化量は、設計によりコントロールできない（表示
する映像により異なる）が、発光量の減衰特性は、設計によってコントロールできる。発
光量の減衰特性は、全ての表示画素において同じになる。
【００４４】
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　［１．表示装置の構成］
　図１Ａは、有機ＥＬディスプレイ１の外観を示す外観図であり、図１Ｂは、有機ＥＬデ
ィスプレイ１の構成例を示すブロック図である。
【００４５】
　図１Ｂに示すように、有機ＥＬディスプレイ１は、表示部１０および制御部２０を備え
ている。
【００４６】
　表示部１０は、有機ＥＬパネル１１０、データ線駆動回路１２０および走査線駆動回路
１３０を備えている。
【００４７】
　有機ＥＬパネル１１０は、マトリクス状に配置された複数の表示画素Ｐと、表示画素Ｐ
に接続される複数の走査線ＧＬと複数のデータ線ＳＬとを備えている。
【００４８】
　表示画素Ｐは、本実施の形態では、有機ＥＬ素子ＯＥＬと、選択トランジスタＴ１と、
駆動トランジスタＴ２と、容量素子Ｃ１とを備えている。
【００４９】
　選択トランジスタＴ１は、制御部２０から出力される駆動信号に応じて表示画素Ｐの選
択非選択を切り替える。選択トランジスタＴ１は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ
　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）であり、ゲート端子が走査線ＧＬに、ソース端子が
データ線ＳＬに、ドレイン端子がノードＮ１にそれぞれ接続されている。
【００５０】
　駆動トランジスタＴ２は、データ線ＳＬの電圧値に応じた駆動電流を有機ＥＬ素子ＯＥ
Ｌに供給する。駆動トランジスタＴ２は、薄膜トランジスタであり、ゲート端子がノード
Ｎ１に、ソース端子が有機ＥＬ素子ＯＥＬのアノード電極にそれぞれ接続され、ドレイン
端子に電圧ＶＴＦＴが供給されている。
【００５１】
　有機ＥＬ素子ＯＥＬは、駆動電流に応じて発光する発光素子である。駆動電流は、駆動
トランジスタＴ２から供給される。有機ＥＬ素子ＯＥＬは、アノード電極が駆動トランジ
スタＴ２のソース端子に接続され、カソード電極が接地されている。
【００５２】
　容量素子Ｃ１は、一端がノードＮ１に、他端が駆動トランジスタＴ２のソース端子に接
続されている。
【００５３】
　データ線駆動回路１２０は、データ線ＳＬに対し、制御部２０から出力される補正信号
に応じた電圧を供給する。
【００５４】
　走査線駆動回路１３０は、走査線ＧＬに対し、制御部２０から出力される駆動信号に応
じた電圧を供給する。
【００５５】
　なお、本実施の形態では、選択トランジスタＴ１および駆動トランジスタＴ２がＮ型の
ＴＦＴである場合を例に説明したが、Ｐ型のＴＦＴであっても構わない。この場合でも、
容量Ｃ１は、駆動トランジスタＴ２のゲートソース間に接続される。
【００５６】
　制御部２０は、有機ＥＬパネル１１０における映像の表示を制御する回路であり、例え
ば、ＴＣＯＭ（タイミングコントローラ）等を用いて構成される。制御部２０は、例えば
、映像信号から、有機ＥＬパネル１１０を構成する複数の表示画素Ｐそれぞれの輝度信号
を順次取得する。さらに、制御部２０は、輝度信号のそれぞれに対する補正を行う。輝度
信号の補正は、例えば、補正対象の輝度信号に対応する表示画素Ｐの有機ＥＬ素子ＯＥＬ
の物理的な劣化量および発光量の減衰特性に応じて行われる。以下、補正後の輝度信号を
補正信号と称する。制御部２０は、補正信号をデータ線駆動回路１２０に出力する。なお
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、以下の説明では、制御部２０において現在処理されている補正対象の輝度信号に対応す
る表示画素Ｐを、補正対象の表示画素Ｐと称する。
【００５７】
　図２は、制御部２０の構成の一例を示すブロック図である。図２に示すように、制御部
２０は、表示状態検出部２１０と、低減輝度算出部２２０と、補正値算出部２３０とを備
えている。
【００５８】
　表示状態検出部２１０は、表示部１０からのフィートバック信号に基づいて、表示状態
を検出する。ここでの表示状態は、例えば、有機ＥＬパネル１１０の点灯状態を示す。
【００５９】
　低減輝度算出部２２０は、有機ＥＬパネル１１０の全ての表示画素Ｐについて、一律に
同じ低減率で輝度信号を低減させる。低減輝度算出部２２０は、低減率算出部２２１と、
乗算器２２２とを備えている。
【００６０】
　より詳細には、低減輝度算出部２２０は、表示部１０に画像を表示させるための映像信
号から輝度信号を取得する。低減率算出部２２１は、表示状態検出部２１０からの情報に
基づいて、有機ＥＬパネル１１０に映像が表示されている時間の累積である点灯時間を求
め、当該表示時間に応じた低減率を導出する。低減率は、パネル点灯時間に応じて予め設
定されている。乗算器２２２は、映像信号から取得した輝度信号に、低減率算出部２２１
が算出した低減率を乗算することにより、第二輝度信号を生成する。
【００６１】
　補正値算出部２３０は、表示画素Ｐ毎に、劣化量に応じて第二輝度信号を補正した補正
信号を算出する。補正値算出部２３０は、乗算器２３１、２３２、２３４と、劣化量算出
部２３３と、補正階調算出部２３５とを備えている。補正値算出部２３０の各構成要素の
動作については、後述する。
【００６２】
　［２．駆動方法］
　本実施の形態における表示装置の駆動方法（補正値算出部２３０の動作）について、図
３～図５を基に説明する。
【００６３】
　［２－１．発光量の減衰特性］
　先ず、補正値算出部２３０の動作の説明に先立って、低減率算出部２２０で用いる発光
量の減衰特性について説明する。
【００６４】
　本実施の形態において、発光量の減衰特性は、上述したように、時間に対する実表示輝
度の低下量で表される。発光量の減衰特性は、設計により定められる特性である。
【００６５】
　発光量の減衰特性は、例えば、有機ＥＬディスプレイ１の仕様、例えば、製品寿命の仕
様、例えば、実表示輝度の半減期（３万時間や６万時間等）に応じて設定してもよい。こ
の場合の発光量の減衰特性は、結果的に、各時間において、最小劣化特性Ｌｍｉｎよりも
減衰量が大きく、最大劣化特性Ｌｍａｘよりも減衰量が小さくなるように設定される。
【００６６】
　また、発光量の減衰特性は、同じ色の表示画素Ｐ間で色ずれが生じないように、全ての
色で共通に設定されている。なお、色ずれが生じない程度に、色毎に異なる発光量の減衰
特性を設定してもよい。また、発光量の減衰特性は、上述したように、時間に対する実表
示輝度の低下量で表されるが、一次関数的に減衰しても構わないし、二次関数的に減衰し
ても構わない。発光量の減衰特性は、有機ＥＬパネル１１０の記憶部（図示せず）に予め
記憶されている。
【００６７】
　図３は、発光量の減衰特性Ｌ０、最小劣化特性Ｌｍｉｎ、および、最大劣化特性Ｌｍａ
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ｘの一例を示す図である。図３において、発光量の減衰特性Ｌ０は、経過時間に対する劣
化率で規定されている。劣化率は、本実施の形態では、上述したように、初期状態の表示
画素Ｐの初期の実表示輝度に対する現在の表示画素Ｐの残存表示輝度の割合（残存表示輝
度／初期の実表示輝度）で規定されている。
【００６８】
　図３に示すように、発光量の減衰特性Ｌ０は、各時間において、最小劣化特性Ｌｍｉｎ

よりも劣化量が大きく、最大劣化特性Ｌｍａｘよりも劣化量が小さくなるように設定され
ている。
【００６９】
　ここで、最小劣化特性Ｌｍｉｎは、例えば、経過時間に対する、劣化特性が最小となる
表示画素Ｐの物理的な劣化量（例えば、劣化率）で表される。劣化特性が最小となる表示
画素Ｐの物理的な劣化量は、例えば、統計的に算出した推定値、あるいは、実験的に求め
た値を用いても良い。より具体的には、例えば、テスト用の映像信号（通常の放送波を流
用しても良い）を有機ＥＬディスプレイ１に表示させた場合において、有機ＥＬパネル１
１０を構成する複数の表示画素Ｐそれぞれの劣化量を求める。導出した劣化量のうち、最
小となる劣化量が、劣化特性が最小となる表示画素Ｐの物理的な劣化量となる。この場合
、劣化特性が最小となる表示画素Ｐは、各時間で異なっていても良い。
【００７０】
　最大劣化特性Ｌｍａｘは、例えば、経過時間に対する、劣化特性が最大となる表示画素
Ｐの物理的な劣化量（例えば、劣化率）で表される。劣化特性が最大となる表示画素Ｐの
物理的な劣化量は、例えば、統計的に算出した推定値、あるいは、実験的に求めた値を用
いても良い。より具体的には、例えば、テスト用の映像信号（通常の放送波を流用しても
良い）を有機ＥＬディスプレイ１に表示させた場合において、有機ＥＬパネル１１０を構
成する複数の表示画素Ｐそれぞれの劣化量を求める。導出した劣化量のうち、最大となる
劣化量が、劣化特性が最大となる表示画素Ｐの物理的な劣化量となる。この場合、劣化特
性が最大となる表示画素Ｐは、各時間で異なっていても良い。
【００７１】
　［２－２．輝度信号の補正］
　続いて、補正値算出部２３０の動作（表示装置の駆動方法）の一例について、図２、図
４および図５を用いて説明する。なお、以下に示す補正値算出部２３０の動作は、一例で
あり、これに限るものではない。
【００７２】
　補正値算出部２３０は、補正対象の表示画素Ｐの実表示輝度が、第二輝度信号を与えた
基準画素の実表示輝度と同じになるように、補正対象の表示画素Ｐに与える補正信号を算
出する。
【００７３】
　乗算器２３１は、図２に示すように、第二輝度信号に（１／初期効率η０）を乗算する
。ここで、劣化していない表示画素Ｐの実表示輝度（つまり、初期の実表示輝度Ｌ）は、
η０×Ｉで表される。Ｉは電流値（輝度信号に対応）である。
【００７４】
　乗算器２３２は、乗算器２３１からの出力信号（Ｌ／η０）に、後述する劣化量算出部
２３３が算出した（１／残存率Δη）を乗算する。残存率Δηは、補正対象の表示画素Ｐ
における、初期の実表示輝度に対する現在の実表示輝度の割合である。なお、乗算器２３
２の乗算結果Ｌ／（η０×Δη）は、有機ＥＬパネル１１０において、初期状態における
実表示輝度を得るために、表示画素Ｐに流す必要のある電流値と同等である。
【００７５】
　劣化量算出部２３３は、乗算器２３２における乗算結果を用いて、残存率（＝１－劣化
率）を算出する。残存率は、劣化量の一例であり、例えば、表示画素Ｐの初期の実表示輝
度に対する表示画素Ｐの現在の実表示輝度である残存実表示輝度の割合（残存実表示輝度
／初期の実表示輝度）を用いて規定される。
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【００７６】
　なお、劣化量は、表示画素Ｐに実際に流れた電流量から求められるが、直接電流量を測
定することは困難であるため、本実施の形態では、演算により求める。具体的には、例え
ば、乗算器２３２における乗算結果Ｌ／（η０×Δη）により求められる。
【００７７】
　乗算器２３４は、第二輝度信号に、劣化量算出部２３３が算出した（１／残存率Δη）
を乗算する。
【００７８】
　補正階調算出部２３５は、劣化が進んだ有機ＥＬ素子ＯＥＬで目的の初期の実表示輝度
Ｌが発生するよう調整した輝度信号Ｌ／Δηを、具体的に表示部１０に設定すべき階調に
変換させる。階調と輝度の関係は予め設定されており、輝度信号Ｌ／Δηに対応した階調
を補正階調算出部２３５において選択することになる。
【００７９】
　図４は、発光量の減衰特性よりも経過時間に対する劣化量（減衰量）の小さい第一劣化
特性Ｌ１を有する表示画素Ｐ（第一表示画素）について、補正前後の劣化特性および表示
画素Ｐに流れる電流量Ｉ１を示すグラフである。
【００８０】
　図４から分かるように、第一劣化特性Ｌ１は、発光量の減衰特性Ｌ０よりも経過時間に
対する劣化量が小さい。即ち、低減輝度算出部２２０において定義した低減率よりも小さ
な劣化量となっている。このため、第一劣化特性Ｌ１を有する表示画素Ｐについては、結
果的に、制御部２０に入力された輝度信号を低減する処理が行われることになる。つまり
、第一劣化特性Ｌ１の表示画素Ｐに流れる電流量Ｉ１の値は、経時的に減少することにな
る。
【００８１】
　図５は、発光量の減衰特性よりも経過時間に対する劣化量（減衰量）の大きい第二劣化
特性Ｌ２を有する表示画素Ｐ（第二表示画素）について、補正前後の劣化特性および表示
画素Ｐに流れる電流量Ｉ２を示すグラフである。
【００８２】
　図５から分かるように、第二劣化特性Ｌ２は、発光量の減衰特性Ｌ０よりも経過時間に
対する劣化量が大きい。即ち、低減輝度算出部２２０において定義した低減率よりも大き
な劣化量となっている。このため、第二劣化特性Ｌ２を有する表示画素Ｐについては、制
御部２０に入力された輝度信号を増加させる処理が行われることになる。つまり、第二劣
化特性Ｌ２の表示画素Ｐに流れる電流量Ｉ２の値は、経時的に増大することになる。
【００８３】
　［３．効果等］
　本実施の形態の有機ＥＬディスプレイ１は、上述したように、発光量の減衰特性を有す
る基準画素と実表示輝度が同じになるように、補正対象の表示画素の輝度信号を調整する
ため、映像信号における高輝度領域と低輝度領域との輝度差を維持することが可能になる
。また、本実施の形態の有機ＥＬディスプレイ１は、映像信号において意図した輝度差を
維持できるため、映像品質が低下するのをより効果的に防止しつつ、焼き付き現象を良好
に回避できる。
【００８４】
　さらに、本実施の形態の有機ＥＬディスプレイ１は、初期の実表示輝度を得られるよう
に、あるいは、最小劣化特性を有する画素と同じ実表示輝度を得られるように輝度信号を
補正するのではなく、発光量の減衰特性に合わせて輝度信号を補正する。これにより、劣
化の進行速度が増加する、言い換えると、寿命の低下速度が速くなるのを効果的に防止で
きる。
【００８５】
　より詳細には、従来の有機ＥＬディスプレイのように、初期の実表示輝度を得られるよ
うに輝度信号を補正する場合は、劣化の進んだ（劣化量の大きい）表示画素および劣化量
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の小さい表示画素のいずれも、輝度値を増加させる方向に輝度信号を補正していた。これ
に対し、本実施の形態の有機ＥＬディスプレイ１では、劣化量の大きい表示画素について
は従来のように輝度値を増加させる方向に輝度信号を補正するが、劣化量の小さい表示画
素については従来とは逆に輝度値を減少させる方向に輝度信号を補正する。このため、劣
化量の小さい表示画素については、劣化量の増大をより抑制できる。また、劣化量の大き
い表示画素についても、補正量が小さくなるため、劣化量の増大をより抑制できる。
【００８６】
　また、従来の最小劣化特性を有する画素と同じ実表示輝度を得られるように輝度信号を
補正する場合は、劣化量の増大は抑制できるが、実表示輝度の経時劣化は大きくなり、映
像品質が経時的に極端に低下することも考えられる。これに対し、本実施の形態の有機Ｅ
Ｌディスプレイ１は、実表示輝度の経時劣化を設計によりコントロールすることができる
ため、映像品質が極端に低下するのを防止することが可能になる。
【００８７】
　つまり、本実施の形態の有機ＥＬディスプレイ１は、表示画素の物理的な劣化量の増大
を抑制しながら、実表示輝度の経時劣化をコントロールするという２つの効果を同時に奏
することが可能になる。実表示輝度の経時劣化をコントロールことにより、映像品質を設
計側でコントロールすることが可能になる。
【００８８】
　また、発光量の減衰特性を、有機ＥＬディスプレイ１の製品仕様に合わせて設定すれば
、製品の実表示輝度の劣化を制御することが可能になる。
【００８９】
　［４．検証］
　なお、例えば、以下の方法により、本実施の形態の有機ＥＬディスプレイが利用されて
いるか否かを検証することができる。
【００９０】
　有機ＥＬディスプレイの表示部において、非点灯領域と点灯領域とを設定する。非点灯
領域については、図１Ｂに示すデータ線駆動回路１２０からのデータ信号を、物理的に遮
断する。非点灯領域および点灯領域のそれぞれについて、有機ＥＬ素子に高負荷をかける
（例えば、常時輝度値が高い領域）高負荷領域と低負荷（例えば、常時輝度値が低い領域
）の低負荷領域を設定する。つまり、非点灯高負荷領域、非点灯低負荷領域、点灯高負荷
領域、点灯低負荷領域の４つの領域が設定されることになる。
【００９１】
　高負荷領域および低負荷領域に一定の期間、画像を表示する。
【００９２】
　（条件ａ）このとき、本実施の形態における有機ＥＬディスプレイでは、発光量の減衰
特性に合わせて実表示輝度を調整するため、点灯高負荷領域と点灯低負荷領域とで、実表
示輝度の減衰特性が一致すると考えられる。
【００９３】
　（条件ｂ）さらに、非点灯領域について、一定期間毎に物理的に接続して実表示輝度を
計測する。このとき、非点灯領域の表示画素については、検査時以外電流が流れないため
、劣化していない初期状態を保っていると考えることが可能である。
【００９４】
　ここで、本実施の形態における有機ＥＬディスプレイの場合、非点灯低負荷領域につい
ては、点灯低負荷領域と同様に、図４で説明したように、次第に小さくなるように輝度信
号が補正される。つまり、非点灯低負荷領域の表示画素は実際には劣化していないにもか
かわらず、輝度信号は、減少させるように補正される。このため、非点灯低負荷領域の表
示画素の実表示輝度は、次第に小さくなると考えられる。
【００９５】
　また、本実施の形態における有機ＥＬディスプレイの場合、非点灯高負荷領域について
は、点灯高負荷領域と同様に、図５で説明したように、次第に大きくなるように輝度信号



(12) JP WO2015/174077 A1 2015.11.19

10

20

30

40

50

が補正される。つまり、非点灯高負荷領域の表示画素は実際には劣化していないにもかか
わらず、輝度信号は、増大させるように補正される。このため、非点灯高負荷領域の表示
画素の実表示輝度は、次第に大きくなると考えられる。
【００９６】
　以上より、点灯高負荷領域および点灯低負荷領域の実表示輝度の減衰特性が一致すると
いう条件ａ、非点灯低負荷領域の実表示輝度は次第に小さくなり、非点灯高負荷領域の実
表示輝度は次第に大きくなるという条件ｂを満たす場合に、本実施の形態の有機ＥＬディ
スプレイを利用していると考えられる。
【００９７】
　これに対し、例えば、特許文献１に記載の表示装置では、実表示輝度が増大する期間と
減少する期間とが混在すると考えられ、条件ｂを満たさないと考えられる。
【００９８】
　（実施の形態の変形例等）
　なお、上記実施の形態において、各構成要素（特に、制御部２０）は、専用のハードウ
ェアで構成されるか、各構成要素に適したソフトウェアプログラムを実行することによっ
て実現されてもよい。各構成要素は、ＣＰＵまたはプロセッサなどのプログラム実行部が
、ハードディスクまたは半導体メモリなどの記録媒体に記録されたソフトウェアプログラ
ムを読み出して実行することによって実現されてもよい。ここで、上記実施の形態の表示
装置などを実現するソフトウェアは、次のようなプログラムである。
【００９９】
　すなわち、このプログラムは、コンピュータに、予め定められた発光量の減衰特性を有
する基準画素に対して、補正対象の表示画素の輝度信号を与えた場合の実表示輝度を基準
表示輝度とし、補正対象の表示画素の実表示輝度が基準表示輝度となるように、前記輝度
信号の調整を行うステップを実行させる。
【０１００】
　以上、上記態様に係る表示装置およびその駆動方法について、実施の形態に基づいて説
明したが、本発明は、この実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱し
ない限り、当業者が思いつく各種変形を本実施の形態に施したものや、実施の形態および
変形例における構成要素を組み合わせて構築される形態も、一つまたは複数の態様の範囲
内に含まれてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明の表示装置および表示装置の駆動方法は、薄型テレビ及びパーソナルコンピュー
タのディスプレイなどの技術分野に有用である。
【符号の説明】
【０１０２】
１　　　有機ＥＬディスプレイ
１０　　表示部
２０　　制御部
１１０　有機ＥＬパネル
１２０　データ線駆動回路
１３０　走査線駆動回路
２１０　表示状態検出部
２２０　低減輝度算出部
２２１　低減率算出部
２２２、２３１、２３２、２３４　乗算器
２３０　補正値算出部
２３３　劣化量算出部
２３５　補正階調算出部
Ｐ　　　表示画素
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ＧＬ　　走査線
ＳＬ　　データ線
ＯＥＬ　有機ＥＬ素子
Ｔ１　　選択トランジスタ
Ｔ２　　駆動トランジスタ
Ｃ１　　容量素子
Ｎ１　　ノード
Ｌ０　　発光量の減衰特性
Ｌｍｉｎ　最小劣化特性
Ｌｍａｘ　最大劣化特性

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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